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Arcserve 製品リファレンス

このマニュアルが参照している Arcserve 製品は以下のとおりです。

Arcserve® High Availability( HA)

Arcserve® Replication

Arcserve® Assured Recovery®

Arcserve® Content Distribution



関連マニュアル

このマニュアルは、「Arcserve RHAインストールガイド」および「Arcserve RHA管理

者ガイド」と併せてお読みください。Arcserve RHA 18.0マニュアルのリンクについて

は、以下を参照してください。

マニュアル選択メニュー

リリースノート
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http://documentation.arcserve.com/Arcserve-RHA/Available/18.0/JPN/Bookshelf.html
http://documentation.arcserve.com/Arcserve-RHA/Available/18.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/reln/default.htm


Arcserve へのお問い合わせ

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

https://www.arcserve.com/support

Arcserve のサポート：

Arcserve サポートの専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジ ベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品関

連 KB 技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけることが

できます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームとすぐにリアル

タイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスした

まま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserve グローバルユーザコミュニティでは、質疑応答、ヒントの共有、ベスト

プラクティスに関する議論、他のユーザとの対話に参加できます。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアクセスでき

ます。

製品ドキュメントに関するフィードバックの提供

Arcserve 製品ドキュメントに関してコメントまたは質問がある場合は、こちらまでお

問い合わせください。

https://support.arcserve.com/s/?language=ja
https://support.arcserve.com/s/


コンテンツ

関連マニュアル 4

第1章 : 概要 9
SOAP APIを使用したプログラミング-フロー 10

SOAP APIの概要 11

このリファレンスガイドで使用されている規則 12

第1章 : SOAP API 13
シナリオ管理 API 14

作業開始：create_session() 15

シナリオの作成：create_scenario_ex() 17

ルート ディレクトリの設定：set_root_dir() 19

ルート ディレクトリの追加：add_root_dir() 20

レプリカの追加：add_replica() 21

複数のレプリカの追加：add_replica_ex() 22

シナリオのプロパティの設定：set_scenario_data() 24

ホスト プロパティの設定：set_host_data() 25

シナリオの開始：run() 27

シナリオの停止：stop() 29

データレプリケーションの一時停止：suspend_replication() 30

作業終了：close_session() 32

認証情報の管理：add_credentials_ex() 33

Arcserve Backup add_bab_credentials()を使用した統合 35

シナリオのプロパティの更新：update_scenario() 37

シナリオの削除：remove_scenario() 38

シナリオのインポート：import_scenario() 39

実行中のシナリオの同期：synchronize() 40

レプリケーションの再開：resume_replication() 42

リワインド ブックマークの追加：set_rewind_bookmark() 44

ハイアベイラビリティシナリオ管理 API 45

アシュアード リカバリのトリガ：start_ar() 46

ハイアベイラビリティシナリオのハートビートの無効化：stop_is_alive() 48

ハイアベイラビリティシナリオでスイッチオーバー：switchover() 50

ハイアベイラビリティシナリオのハートビートの有効化：start_is_alive() 53

VSSスナップショット管理 API 55



VSSスナップショットをレプリカサーバにマウント：mount_snapshot() 56

VSSスナップショットをレプリカサーバからマウント解除：unmount_snapshot() 58

VSSスナップショットをレプリカサーバから削除：delete_snapshot() 60

VSSスナップショットのリストをレプリカサーバから取得：get_snapshot_list() 62

統計収集 API 64

拡張シナリオ統計の取得：get_data_ex() 65

シナリオの統計の取得：get_scenario_data() 72

7 Arcserve UDP ソリューションガイド





第1章 : 概要

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

SOAP APIを使用したプログラミング-フロー 10

SOAP APIの概要 11

このリファレンスガイドで使用されている規則 12

第1章:概要 9



SOAP APIを使用したプログラミング - フロー

SOAP APIを使用したプログラミング -フロー

SOAP API を使用して Arcserve RHAを制御するには、クライアントは RHA CSに対

する認証を実行し、その後セッションを作成する必要があります。この操作は

create_session API 関数を呼び出すことにより実行されます。クライアントがセッショ

ンを作成した後は、そのクライアントはこのリファレンスガイドに記載されている任

意のAPI 関数を呼び出すことができます。タスクが完了したら、クライアントは

close_session API を呼び出し、セッションを無効にしてリソースを解放します。
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SOAP APIの概要

SOAP APIの概要

このガイドでは、Arcserve RHAによってエクスポートされた SOAP API について説明し

ます。これらのAPI を使用すると、レプリケーションおよびハイアベイラビリティをさま

ざまな点から管理できます。たとえば、RHAシナリオを制御して、シナリオの実行や

停止、シナリオフェールオーバなどのさまざまな操作を実行できます。<carha>
SOAP API を使用するには、統合 Webサービスサポートを含むプログラミング言語

( Visual Basic や C# など) を使用します。

注：このリファレンスガイドで提供されているサンプルコードは、C# で記述されてい

ます。

サンプルコードで使用される SOAP API URL は http://127.0.0.1:8088/ws_
man/xosoapapi.asmx です。API を呼び出すときは、このアドレス部をお使いのRHA
CSの IPアドレスまたはホスト名で置き換えてください。
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このリファレンスガイドで使用されている規則

このリファレンスガイドで使用されている規則

Arcserve RHA SOAP API リファレンスガイドは、以下のテーブルに記述されている引

数タイプを使用します。

種類 説明

bool ブール値

out uint 出力整数

out ulong 出力符号なし長整数

out string 出力文字列

uint 符号なし整数

ulong 符号なし長整数

ushort 符号なし短整数
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このリファレンスガイドで使用されている規則

第1章 : SOAP API
このセクションには、以下のトピックが含まれます。

シナリオ管理 API 14

ハイアベイラビリティシナリオ管理 API 45

VSSスナップショット管理 API 55

統計収集 API 64

第1章: SOAP API 13



シナリオ管理 API

シナリオ管理 API

以下のセクションでは、基本的なシナリオ管理タスクを実行するためのAPI につい

て説明します。

作業開始：create_session()

シナリオの作成：create_scenario_ex()

ルート ディレクトリの設定：set_root_dir()

ルート ディレクトリの追加：add_root_dir()

レプリカの追加：add_replica()

複数のレプリカの追加：add_replica_ex()

シナリオのプロパティの設定：set_scenario_data()

ホスト プロパティの設定：set_host_data()

シナリオの開始：run()

シナリオの停止：stop()

データレプリケーションの一時停止：suspend_replication()

作業終了：close_session()

認証情報の管理：add_credentials_ex()

Arcserve Backup add_bab_credentials() を使用した統合

シナリオのプロパティの更新：update_scenario()

シナリオの削除：remove_scenario()

シナリオのインポート：import_scenario()

実行中のシナリオの同期：synchronize()

レプリケーションの再開：resume_replication()

リワインド ブックマークの追加：set_rewind_bookmark()
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シナリオ管理 API

作業開始：create_session()

create_session API 関数を使用すると、コントロールサービスに対する認証を実行

でき、セッション ID が返されます。このセッション ID は、他のAPI 関数の呼び出し

時に引数として渡されます。オープンセッションは、close_session API を使用して

無効にすることができます。

引数

create_session API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれて

います。

名前
種

類
説明

user_
name

string
ユーザ名。

例：MyDomain\Administrator

password string
ユーザ名のパスワード。

例：<ca>
error_
code

out
uint

ゼロ値は、API関数が正常に実行されたことを示します。ゼ

ロ以外の値は、APIの失敗を示します。

戻り値

create_sessionを使用した認証が成功した場合、この関数はセッション ID を含む

uint値を返します。また、error_code 引数が 0に設定されます。それ以外の場

合、MAX uint値 ( 0xFFFFFFFF) が返され、error_code 引数には詳細なエラーコー

ドが含まれます。

注：user_name 引数は、<DOMAIN_NAME>\<USER_NAME> という形式で指定す

る必要があります。たとえば、test_domain\Administrator というように指定します。

例

例 1：Webサービスオブジェクトの作成

xosoapapi_c get_mng()
{
xosoapapi_c mng = new xosoapapi_c();
return mng;
}

例 2：セッションの作成

public bool create_session_example()
{
try
{
uint err = 0;
string user_name = global::api_examples.Properties.Settings.Default.user_name;
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シナリオ管理 API

string password = global::api_examples.Properties.Settings.Default.password;
_session_id = get_mng().create_session(user_name, password, out err);
if (_session_id == 0xffffffff)
{
return false;
}
return true;
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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シナリオ管理 API

シナリオの作成：create_scenario_ex()

create_scenario_ex API 関数を使用すると、シナリオを作成できます。シナリオの作

成後、シナリオの実行、シナリオプロパティの変更、ホストの追加または削除など

の操作を実行できます。

引数

create_scenario_ex API 関数には、以下のテーブルで説明されている引数が含ま

れています。

名前
種

類
説明

session_
id

uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッション

ID。

製品 uint

以下の製品の整数値を指定します。

0 - DRシナリオ

1 - HAシナリオ

2 - CDシナリオ

アプリケー

ション
uint

以下のアプリケーションの整数値を指定します。

0 -ファイルサーバシナリオ

1- Exchangeシナリオ

2 - Oracleシナリオ

3 -使用されていません

4 - SQL Serverシナリオ

5 - IISシナリオ

6 -コントロールサービスシナリオ

7 - Hyper-vシナリオ

8 - Sharepointシナリオ

9 - vCenterシナリオ

10 - CRMシナリオ

11-フルシステムシナリオ

12 -カスタマイズシナリオ

is_ar bool

シナリオがアシュアード リカバリ(AR)をサポートするかどうかを

指定します。

n true：AR をサポートします

n false：AR をサポートしません

is_cdp bool 常に false。使用されていません。

integrate_
opt

uint
以下のアプリケーションの実整数値を指定します。

0 -統合なし
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シナリオ管理 API

1 - Backup

2 - <ca> D2D

3 - <ca> Central Applications

group_id uint
グループ ID。group_idが0xFFFFFFFFである場合、シナリオ

はデフォルト シナリオグループに属します。このグループは、

通常「シナリオ」と呼ばれます。

scenario_
data

out
string

シナリオのデータ。このAPIをコールした後に、引数には更

新されたシナリオデータが含まれます。

注：詳細については、このトピックの例を参照してください。

group_
data

out
string

グループデータ。

戻り値

このAPI は、作成されたシナリオ ID を返します。runや stopなど他のAPI では、シ

ナリオ ID が必要です。シナリオ ID がゼロの場合、API は失敗しています。それ以

外の場合、ゼロ以外の値は、API が正常に完了したことを示します。

注：このAPI コールが正常に完了すると、シナリオのスケルトンが作成されます。シ

ナリオのプロパティにはすべてデフォルト値があります。ルート ディレクトリ、ホスト IP
などの重要なプロパティは空です。プロパティを満たすために、他のAPI をコールし

ます。この「リファレンスガイド」では、これ以降のAPI について、プロパティを満たす

方法を説明します。

例

uint product = 0;
uint app = 0;
bool is_ass_rec = false;
bool is_cdp = false;
uint si_opt = 0;
uint group_id = 0xFFFFFFFF;
string scenario_data = "";
string group_data = "";
uint scenario_id = get_mng().create_scenario_ex(_session_id, product, app, is_ass_
rec, is_cdp, si_opt, group_id, out scenario_data, out group_data);
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シナリオ管理 API

ルート ディレクトリの設定：set_root_dir()

この set_root_dir() API 関数によって、ルート ディレクトリのパスを編集できます。

引数

set_root_dir API 関数には、以下のテーブルで説明されている引数が含まれてい

ます。

名前
種

類
説明

session_
id

uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッション

ID。
scenario_
id

uint シナリオの ID。

host_
index

uint 設定するホストのインデックス。

root_dir_
index

uint
ルート ディレクトリのインデックス。ゼロから始まり、ルート ディ

レクトリが2つある場合、インデックスは 0と1になります。

root_dir string

フォルダ名。

注：この引数が必要になるのは、フルシステムシナリオの

場合のみです。ただし、このAPI関数は現在、フルシステム

シナリオでのルート ディレクトリの設定をサポートしていませ

ん。

戻り値

API コールが正常に完了すると、この関数は値として true を返します。それ以外

の場合は、false が返されます。

注：create_scenario_ex API は、シナリオのスケルトンのみを作成します。このAPI
をコールして、ルート ディレクトリを設定できます。

例

uint master_host_index = 1;

get_mng().set_root_dir(_session_id, scenario_id, master_host_index, 0, "E:/test");
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シナリオ管理 API

ルート ディレクトリの追加：add_root_dir()

このadd_root_dir API 関数によって、シナリオに新規ルート ディレクトリを追加でき

ます。

引数

add_root_dir API 関数には、以下のテーブルで説明されている引数が含まれてい

ます。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッ

ション ID。
scenario_
data

ref
string

シナリオのデータ。このAPIをコールした後に、引数には

更新されたシナリオデータが含まれます。

root_
directories

string フォルダ名。

new_root_
dir_index

out
uint

新規に作成されたルート ディレクトリのインデックス。

戻り値

API コールが正常に完了すると、この関数は値として true を返します。それ以外

の場合は、false が返されます。

例 :ルート ディレクトリの追加

String scenario_data = get_mng().get_scenario_data(_session_id, scenario_id);
//add root directory
get_mng().add_root_dir(_session_id, ref scenario_data, "c:/test", out new_root_dir_id);
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シナリオ管理 API

レプリカの追加：add_replica()

このadd_replica API 関数によって、シナリオに新規レプリカを追加できます。マスタ

データを複数のレプリカホストへレプリケートする場合、このAPI をコールして、いくつ

かのレプリカホストを追加できます。

引数

このadd_replica API 関数には、以下のテーブルで説明されている引数が含まれ

ています。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッショ

ン ID。
scenario_
data

ref
string

シナリオのデータ。このAPIをコールした後に、引数には

更新されたシナリオデータが含まれます。

host_
index

uint
親ホスト インデックス。マスタホスト インデックスは常に1
です。最初のレプリカは、通常 2です。

new_
replica_
index

out
uint

新規に追加されたレプリカホストのインデックス

戻り値

API コールが正常に完了すると、この関数は値として true を返します。それ以外

の場合は、false が返されます。

例 : レプリカの追加

//マスタホストに1 つのレプリカを追加します

get_mng().add_replica(_session_id, ref scenario_data, master_host_index, out new_
replica_index);
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シナリオ管理 API

複数のレプリカの追加：add_replica_ex()

このadd_replica_ex API 関数によって、シナリオに複数の新規レプリカホストを一

度に追加できます。

引数

このadd_replica_ex API 関数には、以下のテーブルで説明されている引数が含ま

れています。

名前
種

類
説明

session_
id

uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッション

ID。
scenario_
data

ref
string

シナリオのデータ。このAPIをコールした後に、引数には更新

されたシナリオデータが含まれます。

host_
index

uint
親ホスト インデックス。マスタホスト インデックスは常に1で
す。最初のレプリカは、通常 2です。

host_list
ref
string

このホスト リストでは、ホストに関する情報がXML形式で提

供されます。このXMLファイルには、シナリオに追加するホス

トに関する情報が含まれます。

注：以下のテーブルで画面を確認してください。

たとえば、以下のXML コードには 2つのホストに関する情報が含まれています。

戻り値

API コールが正常に完了すると、この関数は値として true を返します。それ以外

の場合は、false が返されます。

例 :複数のレプリカの追加

string host_list = "<?xml version=\"1.0\"?><object> <object><data label=\"Host\"
val=\"155.35.76.155\" type=\"String\" /><data label=\"IP\" val=\"155.35.76.155\"
type=\"String\" /> </object><object><data label=\"Host\" val=\"155.35.76.156\"
type=\"String\" /><data label=\"IP\" val=\"155.35.76.156\" type=\"String\" />
</object></object>";
//マスタホストの下に2 つのレプリカを追加します
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get_mng().add_replica_ex(_session_id, ref scenario_data, master_host_index, ref
host_list);
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シナリオのプロパティの設定：set_scenario_data()

この set_scenario_data API 関数によって、シナリオのプロパティを編集できます。シ

ナリオのほとんどのプロパティは、このAPI によって更新できます。

引数

この set_scenairo_data API 関数には、以下のテーブルで説明されている引数が

含まれています。

名前
種

類
説明

session_id uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッ

ション ID。
scenario_id uint シナリオの ID。
property_
name

string
ホストのプロパティ名。プロパティには、それぞれ一意の

名前があります。

property_
value

stringプロパティの値。

戻り値

API コールが正常に完了すると、この関数は値として true を返します。それ以外

の場合は、false が返されます。

例：シナリオのプロパティの設定

//シナリオデータプロパティの設定

get_mng().set_scenario_data(_session_id, scenario_id,
"Scenario.ReplicateCompressAttr", "True");

以下の表は、共通のシナリオプロパティ名のリストです。

プロパティ名 説明

Scenario.ScenarioName シナリオ名

Scenario.BuildShares ウィンドウ共有の同期

Scenario.SyncADS NTFS ADSのレプリケート
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ホスト プロパティの設定：set_host_data()

この set_scenario_data API 関数によって、ホストのプロパティを編集できます。ホス

トのほとんどのプロパティは、このAPI によって更新できます。

引数

この set_host_data API 関数には、以下のテーブルで説明されている引数が含ま

れています。

名前
種

類
説明

session_id uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッ

ション ID。
host_index uint ホストのインデックス。

scenario_id uint シナリオの ID。
property_
name

string
ホストのプロパティ名。プロパティには、それぞれ一意の

名前があります。

property_
value

stringプロパティの値。

戻り値

API コールが正常に完了すると、この関数は値として true を返します。それ以外

の場合は、false が返されます。

例：ホスト プロパティの設定

//ホストのホスト名と IP アドレスを設定します

get_mng().set_host_data(_session_id, scenario_id, master_host_index,
"Scenario.ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.Host", "master");
get_mng().set_host_data(_session_id, scenario_id, master_host_index,
"Scenario.ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.IP", "155.35.78.187");

以下の表は、共通のマスタホスト プロパティ名のリストです。

プロパティ名 説明

Scenario.ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.Host
マスタホス

ト名

Scenario.ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.IP
マスタホス

ト IP

Scenario.ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.Data_IP
マスタレプリ

ケーション

IPアドレス

Scenario.ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.Port
マスタホス

ト接続ポー

ト番号
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Scenario.ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.SyncScriptBefore
同期前の

スクリプトの

実行

Scenario.ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.SyncScriptBefore.Path
スクリプト パ

ス

ReplicationTree.ReplNode.CommonHostProps.SyncScriptBefore.Args
スクリプト引

数
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シナリオの開始：run()

run API 関数を使用すると、シナリオを実行できます。ベスト プラクティスとしては、

この run API をコールする前に、add_credentials_ex API をコールしてマスタホストを

認証します。

引数

run API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれています。

名前
種

類
説明

session_id uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッショ

ン ID。
scenario_id uint 開始するシナリオ ID。

sync_
method

uint

同期方法。以下のいずれかのオプションを選択します。

0 -ファイルレベル同期

1 -ブロックレベル同期

2 -ボリュームレベル同期 ( FullSystemシナリオの場合の

み)
ignore_
same_files

bool サイズ/時間が同じファイルを無視します。

arc_upt bool

このパラメータは、Arcserve Backupの統合シナリオのみに

適用されます。シナリオがArcserve Backupの統合シナリ

オ用でない場合は、このパラメータを falseに設定する必

要があります。

シナリオが<caab>と統合されている場合は、run APIを
コールする前に、add_bab_credentials APIをコールします。

verification_
and_run

uint 予約済み.常に1として定義する必要があります。

message
out
string

このAPIが失敗したときに、その理由が含まれます。

戻り値

シナリオが正常に開始されると、true を返します。それ以外の場合、この関数は

false を返し、メッセージ引数としてエラーの詳細な説明を提供します。

例

public bool run_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
//0:File Sync;1:Block Sync;2:Volume Sync
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uint sync_method = 0;
bool ignore_same_files = true;
bool arc_integrated = false;
string message = "";
return get_mng().run(_session_id, scenario_id, sync_method, ignore_same_files, arc_
integrated, 1, out message);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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シナリオの停止：stop()

stop API を使用すると、実行中のシナリオを停止できます。

引数

stop API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれています。

名前
種

類
説明

session_
id

uint create_session APIをコールすることで返されたセッション ID。

scenario_
id

uint 停止するシナリオ ID。

execute_
sync

bool

このAPIを同期または非同期でコールするかどうかを指定し

ます。この引数を trueに設定した場合、シナリオが停止さ

れるまで API関数は値を返しません。それ以外の場合、こ

の関数は値を即座に返します。

why_
not_
reason

out
string

このAPIが失敗したときに、その理由が含まれます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、why_not_reason引数で返されるメッセージを確認して、API が失敗した

理由を特定してください。

例

public bool stop_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
string why_not_reason = "";
bool execute_sync = true;
return get_mng().stop(_session_id, scenario_id, execute_sync, out why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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データレプリケーションの一時停止：suspend_
replication()

suspend_replication API 関数を使用すると、ホストのレプリケーション操作を一時

停止できます。

引数

suspend_replication API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含ま

れています。

名前
種

類
説明

session_
id

uint create_session APIをコールすることで返されたセッション ID。

scenario_
id

uint 一時停止するシナリオ ID。

replica_
index

uint
シナリオ内のレプリカホスト インデックス。通常、レプリカイン

デックスの値は 2です。

execute_
sync

bool

このAPIを同期または非同期でコールするかどうかを指定し

ます。この引数を trueに設定した場合、シナリオが完了す

るまで API関数は値を返しません。それ以外の場合、この

関数は値を即座に返します。

message
out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含まれます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool suspend_replication_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
string message = "";
bool execute_sync = true;
uint replica_index = 2;
return get_mng().suspend_replication(_session_id, scenario_id, replica_index,
execute_sync, out message);
}
catch (Exception ex)
{
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System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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作業終了：close_session()

close_session API 関数を使用して、コントロールサービスからログアウトできます。コ

ントロールサービスにログインした後、ログアウトするには close_session引数をコー

ルします。

引数

close_session API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれてい

ます。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッ

ション ID。
why_not_
reason

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含ま

れます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、セッションはクローズされまし

た。戻り値が false の場合、セッションはクローズされませんでした。

例

public bool close_session_example()
{
try
{
string why_not_reason = "";
return get_mng().close_session(_session_id, out why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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認証情報の管理：add_credentials_ex()

add_credentials_ex API 関数を使用すると、ホストの認証情報を追加できます。

引数

add_credentials_ex API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含ま

れています。

名前
種

類
説明

session_id uint
create_session関数 APIのコールによって返されたセッ

ション ID。
scenario_id uint 認証情報の追加先となるシナリオ ID。

host_name string
ホストの IPアドレス。

例：155.35.76.44。

port uint
エンジンのポート番号。通常、ポート番号は 25000で
す。

user_name string
ユーザ名。

例：管理者

password string
ユーザ名のパスワード。

例：Arcserve

domain_
name

string
ドメイン名。

例 : arcserve.com

戻り値

戻り値のタイプは ulong です。戻り値がゼロの場合は、API が正常に完了したこと

を示します。戻り値がゼロでない場合、API は失敗しました。

例

public bool add_credentials_ex_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
//Add credential for Master
string host_ip = "155.35.66.138";
uint port = 25000;
string user_name = "administrator";
string password = "caworld";
string domain_name = "155.35.66.138";
ulong res = get_mng().add_credentials_ex(_session_id, scenario_id, host_ip, port,
user_name, password, domain_name);
//Add credential for Replica
host_ip = "155.35.66.142";
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domain_name = "155.35.66.142";
res = get_mng().add_credentials_ex(_session_id, scenario_id, host_ip, port, user_
name, password, domain_name);
return (res == 0);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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Arcserve Backup add_bab_credentials()を使用した統

合

add_bab_credentials API を使用すると、<caab> にアクセスするために認証情報を

追加できます。

引数

add_bab_credentials API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含

まれています。

名前
種

類
説明

session_
id

uint create_session APIをコールすることで返されたセッション ID。

scenario_
id

uint Arcserve認証情報の追加先となるシナリオ ID。

username string
ユーザ名。

例：管理者

password string
ユーザ名のパスワード。

例：<ca>

async_id
out
ulong

このAPI関数が非同期でコールされた場合、async_id引

数にはゼロ以外の値が含まれます。この場合、この関数は

操作が完了して結果を取得するまで待機します。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。

例

public bool add_bab_credentials_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
string username = "admin";
string password = "caworld";
ulong async_id = 0;
bool res = get_mng().add_bab_credentials(_session_id, scenario_
id,username,password,out async_id);
return res;
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
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}
return false;
}
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シナリオのプロパティの更新：update_scenario()

update_scenario API 関数を使用すると、実行時にシナリオデータを更新できま

す。

引数

update_scenario API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれ

ています。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッション

ID。
scenario_
id

uint 更新するシナリオ ID。

scenario_
data_str

ref
string

シナリオに関するデータ。操作が正常に完了すると、新

しいシナリオデータが提供されます。

why_not_
reason

ref
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含まれま

す。

戻り値

戻り値は、XML 形式でシナリオのデータを提供します。

例

public bool update_scenario_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
string why_not_reason = "";
string scenario_data_str = get_mng().get_scenario_data(scenario_id);
//do some changes for the scenario.
return get_mng().update_scenario(_session_id, scenario_id, ref scenario_data_str, out
why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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シナリオの削除：remove_scenario()

remove_scenario API 関数を使用すると、コントロールサービスからシナリオを削除

できます。

引数

remove_scenario API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれ

ています。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッ

ション ID。
scenario_id uint 実行されるシナリオ ID。

arc_upd bool
このパラメータは、<caab>の統合シナリオのみに適

用されます。

why_not-
reason

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含ま

れます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool remove_scenario_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
bool arc_integrated = false;
string why_not_reason = "";
return get_mng().remove_scenario(_session_id, scenario_id, arc_integrated, out why_
not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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シナリオのインポート：import_scenario()

import_scenario API 関数を使用すると、シナリオをコントロールサービスにインポー

トできます。

引数

import_scenario API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれ

ています。

種類
名

前
説明

session_
id

uint create_session APIをコールすることで返されたセッション ID。

group_id uint
インポートするシナリオグループの ID。グループ IDが確認で

きない場合は、「0xFFFFFFFF」に設定します。

scenario_
id

out
uint

APIが正常に完了する時に、シナリオ IDを取得します。

scenario_
data

string
シナリオに関するデータ。通常、シナリオファイルからシナリオ

データ文字列を取得します。このデータは XML形式です。

why_not_
reason

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含まれます。

戻り値

戻り値は、XML 形式でシナリオのデータを提供します。

例

public bool import_scenario_example()
{
try
{
uint scenario_id = 0;
string why_not_reason = "";
string scenario_data = "load the data from a scenario file.";
uint group_id = 0xFFFFFFFF;
return get_mng().import_scenario(_session_id, group_id,scenario_data,out scenario_
id,out why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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実行中のシナリオの同期：synchronize()

synchronize API 関数を使用すると、シナリオのデータを同期できます。

引数

synchronize API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれていま

す。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッ

ション ID。
scenario_id uint 同期するシナリオ ID。

sync_method uint

同期方法。以下のいずれかのオプションを選択し

ます。

0 -ファイルレベル同期

1 -ブロックレベル同期

2 -ボリュームレベル同期 ( FullSystemシナリオの場

合のみ)
ignore_
same_files

bool サイズ/時間が同じファイルを無視します。

execute_sync bool
このAPIを同期または非同期でコールするかどうか

を指定します。

message
out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含ま

れます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool synchronize_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
string message = "";
bool execute_sync = true;
uint sync_method = 1;
bool ignore_same_files = false;
return get_mng().synchronize(_session_id, scenario_id, sync_method, ignore_same_
files, execute_sync, out message);
}
catch (Exception ex)
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{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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レプリケーションの再開：resume_replication()

resume_replication API 関数を使用すると、ホストのレプリケーション操作を再開で

きます。

引数

suspend_replication API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含ま

れています。

名前
種

類
説明

session_
id

uint create_session APIをコールすることで返されたセッション ID。

scenario_
id

uint 再会するレプリケーションの対象となるシナリオ ID。

replica_
index

uint

シナリオ内のレプリカホスト インデックス。通常、レプリカイン

デックスの値は 2です。これは、レプリケーションが一時停止

されるホストです。たとえば、データ変更は、レプリケーション

操作が再開するまで、ディスクにデータをコピーせずにスプー

ルに集積されます。

execute_
sync

bool
このAPIを同期または非同期でコールするかどうかを指定し

ます。

message
out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含まれます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool resume_replication_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
string message = "";
bool execute_sync = true;
uint replica_index = 2;
return get_mng().resume_replication(_session_id, scenario_id, replica_index,
execute_sync, out message);
}
catch (Exception ex)
{ 
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
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}
return false;
}
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リワインド ブックマークの追加：set_rewind_bookmark
()

set_rewind_bookmark API 関数を使用すると、シナリオのブックマークを設定できま

す。

引数

set_rewind_bookmark API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含

まれています。

名前 種類 説明

scenario_id string ブックマークを設定するシナリオ ID。
host_index uint 常に1。
bookmark_
msg

string ブックマーク名。

why_not_
reason

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含

まれます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool set_rewind_bookmark_example()
{
try
{
string scenario_id = _scenario_id.ToString();
uint host_index = 1;
string why_not_reason = "";
string bookmark_msg = "test bookmark";
return get_mng().set_rewind_bookmark(scenario_id, host_index, bookmark_msg, out
why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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ハイアベイラビリティシナリオ管理 API

以下のセクションでは、ハイアベイラビリティシナリオを管理するためのAPI について

説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

アシュアード リカバリのトリガ：start_ar()

ハイアベイラビリティシナリオのハートビートの無効化：stop_is_alive()

ハイアベイラビリティシナリオでスイッチオーバー：switchover()

ハイアベイラビリティシナリオのハートビートの有効化：start_is_alive()
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アシュアード リカバリのトリガ：start_ar()

start_ar API 関数を使用すると、シナリオのアシュアード リカバリ操作 (AR) を実行

できます。自動 AR を実行する際に、AR を停止する他のAPI をコールする必要は

ありません。AR 操作が完了すると、AR は停止します。手動で AR を実行する場

合は、API resume_applicationをコールして、AR 操作を停止します。

引数

start_ar API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれていま

す。

名前
種

類
説明

session_
id

uint create_session APIをコールすることで返されたセッション ID。

scenario_
id

uint アシュアード リカバリを実行するシナリオ ID。

replica_
index

uint
シナリオ内のレプリカホスト インデックス。通常、レプリカイン

デックスの値は 2です。これは、レプリケーションが一時停止

されるホストです。

auto_ar bool

ARを自動または手動で実行します。

n True - 自動

n False - 手動

execute_
sync

bool
このAPIを同期または非同期でコールするかどうかを指定し

ます。

message
out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含まれます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool start_ar_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
string message = "";
bool execute_sync = true;
uint replica_index = 2;
bool auto_ar = true;
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return get_mng().start_ar(_session_id, scenario_id, replica_index, auto_ar, execute_
sync, out message);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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ハイアベイラビリティシナリオのハートビートの無効化：

stop_is_alive()

Is-alive は、ノードのステータスを識別するために、レプリカサーバがマスタサーバに

送信する電子信号です。ハイアベイラビリティシナリオの実行中に、レプリカサー

バは定期的に電子信号 ( ping) をマスタサーバに送信します。デフォルトでは、

ping の間隔は 30秒です。事前定義された期間 ( デフォルトでは 300秒 ) の経過

後、レプリカサーバがマスタサーバに対して ping を実行できない場合、スイッチ

オーバーイベントをトリガできます。

stop_is_alive API 関数を使用すると、is-alive チェックを一時停止できます。

引数

stop_is_alive API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれてい

ます。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッショ

ン ID。
scenario_
id

uint is-aliveチェックを一時停止するシナリオ ID。

execute_
sync

bool
このAPIを同期または非同期でコールするかどうかを

指定します。

err_
message

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含まれ

ます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool stop_is_alive_example()
{
try
{
uint scenario_id = _ha_scenario_id;
string err_messages = "";
bool execute_sync = true;
return get_mng().stop_is_alive(session_id, scenario_id, execute_sync, out err_
messages);
}
catch (Exception ex)
{
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System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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ハイアベイラビリティシナリオでスイッチオーバー：

switchover()

switchover API 関数を使用すると、スイッチオーバー操作を実行できます。

フルシステムのハイアベイラビリティシナリオで、任意のレプリカサーバへのスイッチ

オーバー操作を実行できます。非フェールオーバーレプリカサーバにスイッチオー

バーする場合、スイッチオーバーAPI を呼び出す前に、execute_action API を呼び

出します。

注：execute_action API は、例で記述されています。

引数

switchover API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれていま

す。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッショ

ン ID。
scenario_id uint スイッチオーバー操作を実行するシナリオ ID。
execute_
sync

bool
このAPIを同期または非同期でコールするかどうかを

指定します。

run_
reverse_
scenario

bool
スイッチオーバー操作が発生した後に、バックワード シ

ナリオを実行または実行しません。

err_message
out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含まれ

ます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

例 1

public bool switchover_example()
{
try
{
uint scenario_id = _ha_scenario_id;
string err_messages = "";
bool execute_sync = true;
bool run_reverse_scenario = false;
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return get_mng().switchover(_session_id, scenario_id, execute_sync, run_reverse_
scenario, out err_messages);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}

例 2

public bool switchover_2nd_example()
{
try
{
set_xcmd_data("switchover", "switchover_index","3" );
uint scenario_id = _ha_scenario_id;
string err_messages = "";
bool execute_sync = true;
bool run_reverse_scenario = false;
return get_mng().switchover(_session_id, scenario_id, execute_sync, run_reverse_
scenario, out err_messages);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}

例 3

デフォルトでは、Replication and High Availabilityは、事前定義済みのフェールオー

バ、レプリカサーバへのスイッチオーバー操作を実行します。フルシステムのハイア

ベイラビリティシナリオで、非フェールオーバレプリカサーバへのスイッチオーバーを実

行できます。ただし、スイッチオーバーAPI を使用して、非フェールオーバサーバに

スイッチオーバーする場合は、以下の例に示すように、スイッチオーバーAPI を呼び

出す前に、execute_action API を呼び出します。

set_xcmd_data("switchover", "switchover_index","3" );
public bool set_xcmd_data(string cmd_name_str,string cmd_data_str,string cmd_
value_str)
{
try
{
string result_data = "";
string action_data;
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XmlDocument doc = new XmlDocument();
XmlNode actions = doc.CreateNode(XmlNodeType.Element, xomngapi.WANSync_
c.xo_actions, "");
XmlNode commonNode = doc.CreateNode(XmlNodeType.Element,
xomngapi.WANSync_c.action_common_lab, "");
XmlAttribute attrSession = doc.CreateAttribute(xomngapi.WANSync_c.action_com_
session_id);
XmlAttribute attrScenario = doc.CreateAttribute(xomngapi.WANSync_c.action_com_
scenario_id);
XmlAttribute attrHostindex = doc.CreateAttribute(xomngapi.WANSync_c.action_com_
host_index);
XmlAttribute attrUsedfor = doc.CreateAttribute(xomngapi.WANSync_c.action_used_
for);
attrSession.Value = xomngapi.WANSync_c.WANSync.session_id.ToString();
attrScenario.Value = this.id.ToString();
attrUsedfor.Value = xomngapi.WANSync_c.action_x_command_data;
commonNode.Attributes.Append(attrSession);
commonNode.Attributes.Append(attrScenario);
commonNode.Attributes.Append(attrHostindex);
commonNode.Attributes.Append(attrUsedfor);
XmlNode xo_cmd = doc.CreateNode(XmlNodeType.Element, xomngapi.WANSync_
c.xo_cmd, "");
XmlAttribute cmd_name = doc.CreateAttribute(xomngapi.WANSync_c.action_cmd_
name);
XmlAttribute cmd_data = doc.CreateAttribute(xomngapi.WANSync_c.action_cmd_
data);
XmlAttribute cmd_value = doc.CreateAttribute(xomngapi.WANSync_c.action_cmd_
value);
cmd_name.Value = cmd_name_str;
cmd_data.Value = cmd_data_str;
cmd_value.Value = cmd_value_str;
xo_cmd.Attributes.Append(cmd_name);
xo_cmd.Attributes.Append(cmd_data);
xo_cmd.Attributes.Append(cmd_value);
actions.AppendChild(commonNode);
commonNode.AppendChild(xo_cmd);
doc.AppendChild(actions);
action_data = doc.OuterXml;
string error;
return get_mng().execute_action(action_data, true, out result_data, out error);
}
catch (System.Exception)
{
return false;
}
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ハイアベイラビリティシナリオのハートビートの有効化：

start_is_alive()

Is-alive は、ノードのステータスを識別するために、レプリカサーバがマスタサーバに

送信する電子信号です。ハイアベイラビリティシナリオの実行中に、レプリカサー

バは定期的に電子信号 ( ping) をマスタサーバに送信します。デフォルトでは、

ping の間隔は 30秒です。事前定義された期間 ( デフォルトでは 300秒 ) の経過

後、レプリカサーバがマスタサーバに対して ping を実行できない場合、スイッチ

オーバーイベントをトリガできます。

start_is_alive API 関数を使用すると、is-alive チェックを再開できます。

引数

start_is_alive API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれてい

ます。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッショ

ン ID。
scenario_
id

uint is-aliveチェックを開始するシナリオ ID。

execute_
sync

bool
このAPIを同期または非同期でコールするかどうかを

指定します。

err_
message

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含まれ

ます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool start_is_alive_example()
{
try
{
uint scenario_id = _ha_scenario_id;
string err_messages = "";
bool execute_sync = true;
return get_mng().start_is_alive(session_id, scenario_id, execute_sync, out err_
messages);
}
catch (Exception ex)
{
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System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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VSSスナップショット管理 API

以下のセクションでは、VSSスナップショットを管理するためのAPI について説明しま

す。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

VSSスナップショットをレプリカサーバにマウント：mount_snapshot()

VSSスナップショットをレプリカサーバからマウント解除：unmount_snapshot()

VSSスナップショットをレプリカサーバから削除：delete_snapshot()

VSSスナップショットのリストをレプリカサーバから取得：get_snapshot_list()
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VSSスナップショットをレプリカサーバにマウント：

mount_snapshot()

mount_snapshot API 関数を使用すると、VSSスナップショットをレプリカサーバ上の

特定のフォルダにマウントできます。

引数

mount_snapshot API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれ

ています。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッ

ション ID。
host_name string エンジンのホスト名

ip_string string host_nameの IPアドレス。

host_port ushort
エンジンのポート番号。通常、ポート番号は

25000です。

mount_path string スナップショットをマウントするフォルダ。

snapshot_id string VSSスナップショット ID。
why_not_
reason

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含ま

れます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool mount_snapshot_example()
{
try
{
string host_name = "155.35.66.142";
string ip_string = "155.35.66.142";
ushort host_port = 25000;
string mount_path = "c:/mount";
string snapshot_id = "{9CFDE664-62D5-4fd8-A304-2B664900B98F}";
string why_not_reason = "";
return get_mng().mount_snapshot(session_id, host_name, ip_string, host_port,
snapshot_id, mount_path, out why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
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}
return false;
}
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VSSスナップショットをレプリカサーバからマウント解除：

unmount_snapshot()

unmount_snapshot API 関数を使用すると、VSSスナップショットをフォルダからマウン

ト解除できます。

引数

unmount_snapshot API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含ま

れています。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッ

ション ID。
host_name string エンジンのホスト名

ip_string string host_nameの IPアドレス。

host_port ushort
エンジンのポート番号。通常、ポート番号は

25000です。

snapshot_id string VSSスナップショット ID。
why_not_
reason

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含ま

れます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool unmount_snapshot_example()
{
try
{
string host_name = "155.35.66.142";
string ip_string = "155.35.66.142";
ushort host_port = 25000;
string snapshot_id = "{9CFDE664-62D5-4fd8-A304-2B664900B98F}";
string why_not_reason = "";
return get_mng().unmount_snapshot(session_id, host_name, ip_string, host_port,
snapshot_id, out why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
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}
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VSSスナップショットをレプリカサーバから削除：delete_
snapshot()

delete_snapshot API 関数を使用すると、VSSスナップショットをレプリカサーバから

削除できます。

引数

delete_snapshot API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれ

ています。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッ

ション ID。
host_name string エンジンのホスト名

ip_string string host_nameの IPアドレス。

host_port ushort
エンジンのポート番号。通常、ポート番号は

25000です。

snapshot_id string VSSスナップショット ID。
why_not_
reason

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含ま

れます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool delete_snapshot_example()
{
try
{
string host_name = "155.35.66.142";
string ip_string = "155.35.66.142";
ushort host_port = 25000;
string snapshot_id = "{9CFDE664-62D5-4fd8-A304-2B664900B98F}";
string why_not_reason = "";
return get_mng().delete_snapshot(session_id, host_name, ip_string, host_port,
snapshot_id, out why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
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}
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VSSスナップショットのリストをレプリカサーバから取得：

get_snapshot_list()

get_snapshot_list API 関数を使用すると、ホストから VSSスナップショットのリストを

取得できます。

引数

get_snapshot_list API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれ

ています。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッ

ション ID。
host_name string エンジンのホスト名

ip_string string host_nameの IPアドレス。

host_port ushort
エンジンのポート番号。通常、ポート番号は

25000です。

snapshot_list
out
string

ボリュームスナップショット リスト。

why_not_
reason

out
string

このAPIが失敗する時に、その失敗の理由が含ま

れます。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、API は正常に完了していま

す。戻り値が false の場合、API は正常に完了しませんでした。戻り値が false の

場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

public bool get_snapshot_list_example()
{
try
{
string host_name = "155.35.66.142";
string ip_string = "155.35.66.142";
ushort host_port = 25000;
string snapshot_list = "";
string why_not_reason = "";
return get_mng().get_snapshot_list(session_id, host_name, ip_string, host_port, out
snapshot_list, out why_not_reason);
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
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return false;
}
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統計収集 API

以下のセクションでは、シナリオに関する統計を収集するプロセスを管理するため

のAPI について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

拡張シナリオ統計の取得：get_data_ex()

シナリオの統計の取得：get_scenario_data()
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拡張シナリオ統計の取得：get_data_ex()

get_data_ex API 関数を使用すると、以下のようなシナリオ情報をすべて取得でき

ます。

シナリオイベント

シナリオの状態

同期およびレプリケーションの統計

パラメータmanager_data は XML 形式の文字列です。このデータにはすべてのシ

ナリオ情報が含まれます。たとえば、シナリオステータス( 実行中、停止など) 、イ
ベント、シナリオ統計などです。XML 形式の文字列とは、以下のようなものです。

以下のセクションでは、XML 文字列の使用方法を示します。

引数

このget_data_ex API には、以下のテーブルに記述されている引数が含まれていま

す。

名前 種類 説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返された

セッション ID。
scenarios_with_
statistics

uint
シナリオ IDの配列。シナリオの統計情報を取

得します。

last_update_time ulong 前回更新されたタイムスタンプ。

request_flag uint
データタイプをリクエストします。値は以下のよ

うになります。

1 -シナリオデータ
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2 - cdpデータ( 使用されていません)

4 -ホスト管理データ

8 -スナップショット データ

15 -上記のすべてのデータ

manager_data
out
string

XML形式でのシナリオのデータを返します。

戻り値

戻り値のタイプはブールです。戻り値が true の場合、コマンドは正常に完了して

います。戻り値が false の場合、コマンドは正常に完了しませんでした。戻り値が

false の場合は、メッセージを確認して API が失敗した理由を特定してください。

例

例 1:

public bool get_data_ex_example()

{

try

{

uint[] scenarios_with_statistics = new uint[] { _scenario_id };

uint request_flag = 1;

ulong last_update_time = 0;

string manager_data = "";

bool res = get_mng().get_data_ex(_session_id, scenarios_with_statistics, request_
flag, ref last_update_time, out manager_data);

return res;

}

catch (Exception ex)

{

System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);

}

return false;

}

例 2:

この関数は、get_data_ex() 関数によって返された XML バッファデータ( manager_
data) を解析します。以下の例は、シナリオの実行時または停止時にシナリオの

状態を取得する方法を示します。

string get_scenario_state (string manager_data, string scenario_name_or_id)
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{
string scenario_state = "unknown";
XmlDocument manager_data_doc = new XmlDocument();
manager_data_doc.LoadXml(manager_data);
XmlNode root_node = manager_data_doc.SelectSingleNode(".//manager_data");
if (root_node == null)
{
return scenario_state;
}
//get all the scenario data information
XmlNode scenario_nodes = root_node.SelectSingleNode(".//シナリオ");
if (scenario_nodes == null)
{
return scenario_state;
}
foreach (XmlNode scenario_node in scenario_nodes.ChildNodes)
{
uint scenario_id = 0;
string scenario_name = "";
XmlAttribute id_attr = scenario_node.Attributes["id"];
if (id_attr ! = null)
scenario_id = Convert.ToUInt32(id_attr.Value);
XmlAttribute name_attr = scenario_node.Attributes["name"];
if (name_attr ! = null)
scenario_name = name_attr.Value;
if (scenario_name_or_id ! = scenario_id.ToString() && scenario_name_or_id.ToLower
() ! = scenario_name.ToLower())
continue;
//get the scenario status, running or stopped
foreach (XmlNode node in scenario_node.ChildNodes)
{
//get the scenario state, running or stop
if (0 == string.Compare("state", node.Name, true))
{
if (node.Attributes["val"] ! = null)
{
scenario_state = node.Attributes["val"].Value.ToLower();
}
}
}
}
return scenario_state;
}

例 3:
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この関数は、get_data_ex() 関数によって返された XML バッファデータ( manager_
data) を解析します。以下の例は、シナリオのすべてのイベントを取得する方法を

示します。

void get_scenario_events(string manager_data, string scenario_name_or_id, ref
ArrayList events)
{
XmlDocument manager_data_doc = new XmlDocument();
manager_data_doc.LoadXml(manager_data);
XmlNode root_node = manager_data_doc.SelectSingleNode(".//manager_data");
if (root_node == null)
{
return ;
}
//get all the scenario data information
XmlNode scenario_nodes = root_node.SelectSingleNode(".//シナリオ");
if (scenario_nodes == null)
{
return ;
}
foreach (XmlNode scenario_node in scenario_nodes.ChildNodes)
{
uint scenario_id = 0;
string scenario_name = "";
XmlAttribute id_attr = scenario_node.Attributes["id"];
if (id_attr ! = null)
scenario_id = Convert.ToUInt32(id_attr.Value);
XmlAttribute name_attr = scenario_node.Attributes["name"];
if (name_attr ! = null)
scenario_name = name_attr.Value;
if (scenario_name_or_id ! = scenario_id.ToString() && scenario_name_or_id.ToLower
() ! = scenario_name.ToLower())
continue;
//get the scenario status, running or stopped
foreach (XmlNode node in scenario_node.ChildNodes)
{
//get the scenario state, running or stop
if (0 == string.Compare("gen", node.Name, true))
{
events.Add(new event_data_c(node));
}
}
}
}

例 4：
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シナリオの同期 /レプリケーションの統計を取得するには、scenarios_with_statistics
パラメータを定義します。このパラメータは配列です。複数のシナリオの統計を取

得するには、それらのシナリオの ID を配列に追加します。

get_data_ex は以下の統計を取得します：

注：以下の画面は、転送および同期の統計情報のプロセスを示します。

コード

この関数は、get_data_ex() 関数によって返された XML バッファデータ( manager_
data) を解析します。以下のコードは、転送および同期の統計情報を取得する

方法を示します( 前の画面を参照してください) 。

void get_scenario_sync_statistics(string manager_data, string scenario_name_or_id,
ref ArrayList sync_statistics)
{
XmlDocument manager_data_doc = new XmlDocument();
manager_data_doc.LoadXml(manager_data);
XmlNode root_node = manager_data_doc.SelectSingleNode(".//manager_data");
if (root_node == null)
{
return;
}
//get all the scenario data information
XmlNode scenario_nodes = root_node.SelectSingleNode(".//シナリオ");
if (scenario_nodes == null)
{
return;
}
foreach (XmlNode scenario_node in scenario_nodes.ChildNodes)
{
uint scenario_id = 0;
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string scenario_name = "";
XmlAttribute id_attr = scenario_node.Attributes["id"];
if (id_attr ! = null)
scenario_id = Convert.ToUInt32(id_attr.Value);
XmlAttribute name_attr = scenario_node.Attributes["name"];
if (name_attr ! = null)
scenario_name = name_attr.Value;
if (scenario_name_or_id ! = scenario_id.ToString() && scenario_name_or_id.ToLower
() ! = scenario_name.ToLower())
continue;
//get the scenario status, running or stopped
foreach (XmlNode node in scenario_node.ChildNodes)
{
//get the scenario state, running or stop
if (0 == string.Compare("statistics", node.Name, true))
{
sync_statistics.Add(new host_statistics_c(node));
}
}
}
}

例 5：

以下のコードは、シナリオの同期統計情報を取得する方法を示します。

ArrayList sync_statistics = new ArrayList();
get_scenario_sync_statistics(manager_data, "FileServer 1", ref sync_statistics);
//show the statistics
foreach (host_statistics_c stat in sync_statistics)
{
//host name
string host_name = stat.host_name;
//transmission statistics
foreach (transfer_to_replica_c trans in stat.trans_to_reps)
{
//handle the transfer data such as speed.
ulong speed = trans.transmission_speed;
}
//sync statistics
foreach (sync_statistics_host_c sync_host in stat.children_hosts)
{
//root directory
foreach(sync_statistics_root_dir_c root_dir in sync_host.sync_root_dirs)
{
//root_dir.total_size
}
}
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}
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シナリオの統計の取得：get_scenario_data()

get_scenario_data API 関数を使用すると、シナリオ ID を取得できます。

引数

get_scenario_data API 関数には、以下のテーブルに記述されている引数が含ま

れています。

名前
種

類
説明

session_id uint
create_session APIをコールすることで返されたセッション

ID。
scenario_
id

uint シナリオ ID。

戻り値

戻り値は、シナリオのデータを提供します。

例

public bool get_scenario_data_example()
{
try
{
uint scenario_id = _scenario_id;
string scenario_data_str = get_mng().get_scenario_data(session_id.scenario_id);
return true;
}
catch (Exception ex)
{
System.Windows.Forms.MessageBox.Show(ex.Message);
}
return false;
}
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